
●環境健康学トランスレーター  

●学校給食と子どもの健康を考える会会員 

●横浜市栄区上郷町生まれの2児の母！ 

●アフリカエイズ孤児を支援する女性の会会長 

●国際芸術家センター元理事 

●2011年消防委員会委員 

●安全安心都市特別委員会委員 他 
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  環境 
 

国際交流 
 

災害対策 

こしいしかつ子は具体的な活動を通じて理想に近づいていきます！ 

健康つくりを支える公助の役割～公衆トイレから 
栄区内の公衆トイレの数は24箇所です。 

駅、市民の森、公園等にあり、その立地箇所によって、横浜市環境創造局南部公園緑地事務所、

資源循環局、栄土木事務所が管理をしています。近隣の住民の方や、町内会、水辺愛護会、

NPOなどの助けをお借りしているケースもあります。 

最近、いたち川プロムナード沿いをウォーキングする方などから、公衆トイレの新しい設置の

要望が寄せられることがあります。横浜市の中でも高齢化率が一位の栄区が、要介護認定率で

は最も低くなっているのは、区民のみなさまの健康意識の高さによるところが多いと思います。 

快適にウォーキングなどを行い、健康をご自身で保って頂くことは、大変重要なことであり、

その観点からは公衆トイレ整備の必要性もうなづけるところです。 

しかし一方で、外出中に使う公衆トイレは、自宅が近くにある方には必要のない設備であり、

そのような視点からは、管理や防犯の面からも、必ずしも歓迎されるばかりではないことも事

実かと思います。 

公衆トイレ設置管理などの行政サービスを、個々のケース毎に議論するばかりではなく、これ

までも栄区全体また横浜市全体の街づくりとして、検討されてきたものとは思いますが、少子

高齢化社会が進む中で、私達の日常の暮らしを充分にイメージして、さらに総合的な視点から、

論じる必要がますます高くなっています。 

栄区の街づくりについて、みなさまの考えをお寄せください。 
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こしいしかつ子ツイッター @katsuko_ 
ときどきつぶやいています、フォローしてください！ 

http://www.koshiishikatsuko.jp/
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こどもの交通安全を確保する緊急宣言～5月14日 
集団登校時の児童が巻き込むなど、悲惨な交通事故が、4月から全国で立て続けに発生してい

ます。 

安全・安心のまちづくり「セーフコミュニティ活動」を推進してきたわたしたち栄区は、地域

と行政が総力をあげてこの現状に取り組まなければなりません。 

ひとりひとりが栄区の一員として、安全な栄区のためにできることを考え、行動しようという

決意表明が、栄区セーフコミュニティ推進協議会によって宣言されました。 

スクールゾーンの安全対策はどう実現されているか 
小学校スクールゾーンに指定されている道路の中には、車道・歩道ともに狭く、ガードレール

やグリーンベルト（道路のカラー舗装）も無い箇所があります。最近、小学校入学前のお子さ

んの保護者から、問い合わせがありました。 

スクールゾーンの安全なあり方については、各小学校毎に「スクールゾーン対策協議会」が開

催されます。PTA校外委員の皆様を中心に保護者の声などをまとめた資料をつくり、その資

料を基本として行政機関に改善を求めていきます。 

通常は春の始業から夏休み前までの期間に、区役所、警察署、土木事務所、町内会など地域の

様々な方の出席をいただき開催されます。 

実際に危険箇所に足を運び、写真撮影をして、より高い基準の安全を求めていきます。 

その中には、目に見えて改善がわかるケースから、毎年のように対象にのぼりながら、実際に

大きな変革が望めない箇所もあり、関係者には大変なご努力を頂くところも多数あるとうか

がっています。 

ここ数ヶ月は全国ニュースにて悲惨な交通事故が報道されることが多く、国民全体の交通安全

への関心が高まっています。 

これ以上の不幸な事故を起こさない、起こさせないために、これまでの対応から、さらに一歩

進んだ交通安全対策を求めていきます。 

道路交通法、交通バリアフリー法、など、安全安心のためにつくられた関連法が多数あるなか

で、返って、車道幅が足りないなどの理由で必要な施工が出来ない矛盾もあるようです。 

命を守るための柔軟な対応を模索したいと思います。 

こしいしかつ子オーバルブログ http://katsukok.jugem.jp/ 
パソコン・携帯・スマートフォンなどで見てください 
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